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過去５年間の決算状況
監
査
委
員
の
審
査
報
告
・
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
お
よ
び
付
属
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
計
数
も
正
確
で
あ
る
。

　

ま
た
、
決
算
書
の
内
容
、
予
算
の
執
行
状
況
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
。
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荘
町
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辻
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弘
子
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澤
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源
宏

　　

決
算
審
査
に
関
し
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
意
見
と
す
る
。

１
．
町
政
運
営
に
つ
い
て 

　

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
、
３
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
費
や
さ
れ
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
第
２
次
愛
荘
町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
「
愛

着
と
誇
り
。
人
と
ま
ち
が
共
に
輝
く 

み
ら
い
創
生
の
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
重
点
戦
略
で
あ
る
「
ひ
と
づ
く
り
」、「
し
ご
と
づ
く
り
」
お

よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
、
好
循
環
の
実

現
に
向
け
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
で
、
き
め
細
や

か
な
施
策
に
取
り
組
ま
れ
、
高
く
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

後
期
基
本
計
画
に
つ
な
ぐ
重
要
な
１
年
で
す
の
で
、
引
き
続
き
安
定
し

た
町
政
運
営
と
な
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

　

財
政
力
指
数
、
積
立
金
現
在
高
、
経
常
収
支
比
率
な
ど
、
特
段
悪
化

し
て
い
る
指
標
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
今
後
は
、
年
々
増

加
す
る
社
会
保
障
費
や
彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合
新
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
や
、
近
江
鉄
道
の
上
下
分
離
移
行
に
伴
う
負
担
金
等
が
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
運
営
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
行
財
政
改
革
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
や
補
助
金
負
担
金
の
見
直
し
等
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
生
産
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。
加
え
て
、「
Ｄ
Ｘ
推
進
」
を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ
、

職
員
へ
の
負
担
軽
減
も
視
野
に
入
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
悪
質
な
滞
納
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

　

町
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
の
皆
様
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
貴
重
な
町
税
等
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
公
平
性
の
確
保
と
貴
重
な
歳
入
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
徹
底
し
た
徴
収
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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可
決一般会計決算認定一般会計決算認定令和３年度令和３年度

※実質収支比率とは、自治体の財政規模に対する収支の割合を示します。収支が黒字なら正の数、　 
　赤字なら負の数になります。

　令和３年度一般会計における決算は、歳入が 115 億 3,493 万円、歳出が 109 億 3,323 円で、歳入決
算額から歳出決算額を差し引いた歳入歳出差引額（形式収支）は、6 億 170 万円の黒字となった。
　また、形式収支から翌年度へ繰越すべき財源を差し引いた実質収支は、4 億 9,922 万円となった。

９月定例会９月定例会

1億8,513万円

30億1,899万円

6億1,184万円

2億9,760万円

26億2,153万円

27億8,541万円

12億8,292万円

7億3,151万円

その他

町税

繰越金・繰入金

諸収入

地方交付税

国・県支出金

地方債

その他

歳入総額歳出総額

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

115億3,493万円

34億5,669万円

22億3,122万円

9億8,523万円

9億2,269万円

7億6,400万円

4億4,820万円

2億3,580万円

9,365万円

1億7,447万円

4億5,980万円

174万円

77万円

11億5,897万円

民生費

教育費

土木費

公債費

衛生費

消防費

農林水産業費

議会費

商工費

諸支出金・予備費

労働費

災害復旧費

総務費

109億3,323万円

※端数等の関係で、1 万円単位の誤差が
　生じています。

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源
の
う
ち
町
税
が
約
73
％

※端数処理により合計数値等が異なる場合
　があります。
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